
和歌山県
こども 計画

～こどもや若者がまんなかになる社会に向けて～

わかやまけん

けいかく

わかもの しゃかい む



1

こどもまんなか社会を実現するためです。
こどもまんなか社会とは、

すべてのこどもや若者が幸せな生活を送ることができる社会です。

じつげんしゃかい

しゃかい

わかもの しあわ せいかつ おく しゃかい

計画の期間は、２０２５年度から２０２９年度までの５年間です。
きかんけいかく ねんど ねんど ねんかん

和歌山県のこどもや若者に関する取組と
基本的な考え方や大切なことを定めたものです。

　　　　わかやまけん　　　　　　　　　　  　わかもの　    かん　           とりくみ

きほんてき　　  かんが　  かた　　  たいせつ　   　　　　　　さだ

計画の期間は、２０２５年度から２０２９年度までの５年間です。



2

つぎの５つの考えを基本にして、こどもまんなか社会の実現を目指します。
きほんかんが じつげんしゃかい めざ

1 こどもや若者、みんなの権利が大事にされ、大人もこどもも一緒に社会を作る
わかもの けんり だいじ おとな いっしょ しゃかい つく

2 将来、だれもが自分らしく社会生活を送ることができる 
しょうらい じぶん しゃかい せいかつ おく

3 どんなことがあっても、だれもが幸せに過ごせるようにする
すしあわ

4 すべての大人が、社会全体でこどもや若者を応援する
おうえんわかものぜんたいしゃかいおとな

5 安心してこどもを産み育てることができる
そだうあんしん



3

こどもや若者の権利※をすべての大人が大切にすることや、
こどもや若者自身が自分に権利があることを知る取組を行います。
※差別されないこと、命を守られ成長できること、自由に意見を言えることなど。

1

こどもや若者が、安全に安心して意見を言いやすいようにします。

こどもや若者が社会に積極的にかかわれるよう応援します。

そのために   

こどもや若者

みんなの権利が大事にされ、

大人もこどもも一緒に

社会を作ることが

できるようにするための取組

―――――――

―――――――――――――

―――――――――――

―――――――――

―――――――――――――

2

3

こども計画を決めて
どんなことをしていくの？

けいかく き

けんり おとな たいせつわかもの

じしん じぶん けんり し とりくみ おこなわかもの

さべつ いのち まも せいちょう じゆう いけん いけんり だいじ

わかもの

いっしょ

しゃかい

とりくみ

つく

おとな

いけんわかもの あんぜん あんしん い

せっきょくてきわかもの しゃかい おうえん



そのために   

4

産まれてから大人になるまで、成長に応じた支援をします。1

いろいろな体験の場をつくったり、
生活習慣を身につけられる取組をします。

犯罪や災害から身を守ることや、
インターネットの安全な使い方を学ぶなど、
安全に安心して過ごせる取組をします。

将来、

だれもが自分らしく

社会生活を送ることが

できるようにするための取組

――――

――――――――――

―――――――――――

―――――――――――――

2

3

こども計画を決めてどんなことをしていくの？
けいかく き

しえんおうせいちょうおとなう

たいけん ば

しょうらい

じぶん

しゃかい せいかつ おく

とりくみ

せいかつしゅうかん み とりくみ

はんざい

あんぜん つか かた まな

さいがい み まも

すあんぜん あんしん とりくみ



そのために   

5

家庭の理由でこどもや若者の未来がうばわれないよう、
教育や生活の支援をします。1

すべての人が、こどもや若者に暴力や暴言など
ひどい扱いをしないよう取り組みます。

どんなことがあっても、

だれもが幸せに

過ごせるように

するための取組
3

いろんな事情で親と一緒に生活できないこどもも、
家庭と同じような環境で生活できるよう支援します。4

こども計画を決めてどんなことをしていくの？

―――――――――――

――――――――

――――――――

―――――――――

かてい りゆう わかもの みらい

あつか と く

ぼうげんぼうりょくひと わかもの

障害等のあるこどもや若者の成長を支援します。2
しえんしょうがいなど わかもの せいちょう

かてい おな かんきょう せいかつ

じじょう おや せいかついっしょ

しえん

しえんきょういく せいかつ

けいかく き

とりくみ

す

しあわ



そのために   

そのために   

こどもを産み育てやすくなるよう支援します。1

子育てがしやすい働き方ができるよう、職場づくりに取り組みます。

安心してこどもを産み育てることが

できるようにするための取組
―――――――――――――――

――――――――――――― 2

6

こどもが安全に安心して居られる場所づくりを進めます。1

子育てを手助けします。

こどもや若者にかかわる人を増やし、かかわり方のレベルアップを支援します。

すべての大人が、

社会全体でこどもや若者を

応援するための取組

2

3

こどもや若者、子育てする人にやさしい社会づくりを進めます。4

こども計画を決めてどんなことをしていくの？

――――――――

―――――――――――――

――――――――――

てだすこそだ

あんぜん

わかもの

わかもの こそだ ひと しゃかい すす

ひと ふ かた

あんしん い ばしょ すす

しえん

しえんう そだ

おうえん

あんしん う そだ

とりくみ

とりくみ

しゃかい ぜんたい わかもの

おとな

こそだ はたら かた と くしょくば

こどもが安全に安心して居られる場所づくりを進めます。す。す

けいかく き



7

和歌山県では、こどもや若者が幸せな生活を送ることができる社会の実現を目指しています。

その社会の主役は

こども、若者の皆さんです。

こども、若者に関する取組をより良いものにするため、
こども計画について、主役の皆さんの声を聴かせてください。

しゅやくしゃかい

わかもの みな

きこえみなしゅやくけいかく

わかもの かん とりくみ よ

じつげんしゃかいおくせいかつしあわわかものわかやまけん めざ

す。す。す
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